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【内容要旨】（１，２００字以内） 

はじめに：経鼻高流量酸素療法（High Flow Nasal Cannula: HFNC）はフロージェネレー

ターを用いて最大 60 L/minの流量で加湿加温されたガスを鼻腔に供給する高流量酸素療法

の一つであり、他の酸素療法よりも呼吸障害を来した患者の予後を改善すると報告されその

使用が広がってきている。しかし HFNCの適応、使用方法が不明のままであり、HFNCで

の治療に失敗すると予後を悪化させる報告もある。HFNC の呼吸生理学的効果には HFNC

から供給される高流量の酸素が吸気流量を補助することによって得られる Work of 

Breathing（WOB）減少効果、解剖学的死腔の CO2洗い流し効果、呼気抵抗を生じること

による PEEP が考えられているが検討はされていない。HFNC の適応、使用方法を定める

にあたり呼吸生理学的効果の解明が必要である。 

目的：HFNCの呼吸生理学的効果を明らかにすること 

方法：プラスチック製の筒に鼻孔を模した穴をあけた単純な気道モデルをモデル肺に接続し

た呼吸モデルを用いて一回換気量（240、460、680、900 ml）を一定に保持するのに必要

な WOB を、気管挿管トレーニング人形を気道モデルとして用い CO2を流入させたモデル

肺に接続した呼吸モデルを用いて解剖学的死腔の CO2 洗い流し効果を、実物大の精巧な気

道モデルを３D プリンタで作成し CO2を流入させたモデル肺に接続した呼吸モデルを用い

て正常、拘束性、閉塞性換気パターンでの解剖学的死腔の CO2 洗い流し効果、一回換気量

を一定に保持するのに必要な WOB 及び生じる PEEP をそれぞれの呼吸モデルに HFNC

（Optiflow High Flow Nasal Cannula：Fisher and Paykel）を 10～60L/minで接続して

検討した。 

結果：単純な呼吸モデルからは HFNC の設定流量を増加させると一回換気量を維持するた

めの WOB が増加した。気管挿管トレーニング人形と CO2を流入させた呼吸モデルでは気

管内の PETCO2 の低下が HFNC の設定流量 10～20L/min と比較的低流量で頭打ちとなり

解剖学的死腔のCO2洗い流し効果は比較的低流量のHFNC設定流量で得られると考えられ

た。精巧な気道モデルと CO2 を流入させた呼吸モデルではそれぞれの設定で気管挿管モデ

ルを用いた実験同様に 10～20 L/minの設定流量で気管内の PETCO2は最低値に達した。最

低値に達した時点の口腔内、上咽頭のカプノグラムから次の吸気が開始される前に上咽頭、

口腔内の CO2が洗い流されていることが分かった。PEEP に関してはいずれの換気パター

ンでも HFNC の設定流量に比例して上昇、WOB も単純な呼吸モデルでの実験同様に増加

した。 

考察：本研究の結果から HFNCの呼吸生理学的効果として解剖学的死腔の CO2洗い流し効

果は比較的低流量で効果を発揮、PEEP は効果を発揮するのに高流量の設定を要すること、

HFNC の設定流量を増加させると WOB も増加することが推定され、HFNC は換気サポー

トとして使用する際には低流量で、PEEPによる酸素化の改善を目的とする際は高流量の流

量設定で使用するのが良いと考えられた。 

結語：HFNC による呼吸生理学的効果は流量によって異なり目的によって適応、設定流量

を調整する必要があると示唆された。 
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